


















Exploring Psychological Curriculum regarding the Child Understanding and Support




























































して “感覚 ” に焦点をあてる。筆者が担当する S短期大学 2年次開講「カウンセリング論」の “子ども
理解と援助 ”についての授業で、子どもへの言葉かけを取りあげ、子どもに応じたり、子どもに指導を








神奈川県私立 S短期大学 2年生（筆者が講義を担当する 2クラス、計 80 名）を対象に、2018 年 5 月




















ようにまとめを行った（表 3、表 4）。学習の実態把握のため、質問紙調査C（表 5）を実施した。
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表 4  段階 3：第 14 回授業 グループワーク、乳幼児の学習の特徴と多感覚の説明、まとめ
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質問①の “子どもへの伝わりやすい声かけの自信 ”に、合計 70.5% が「全く自信がない」ないし「あ
まり自信がない」と回答した（内訳：全く自信がない 14.1％、あまり自信がない 56.4％、まあまあ自信











質問②の “これまでの実習での子どもとの関わりで伝わりづらかった経験 ”では、合計 35.2％が「と
てもあった」ないし「まあまああった」と、実際に経験したと回答した（内訳：とてもあった 5.6％、














常にそう思う 36.2％、まあまあそう思う 52.2％、あまりそう思わない 4.3%、全くそう思わない 0.0%、
わからない 7.2%）。「非常にそう思う」「まあまあそう思う」の自由記述はグループワークを終えての感
想を含め表 6となり、総抽出数 482 件、学生 1人平均 6.7 単位、9つの大カテゴリーが作成された。カ
テゴリーA「自他の視点や感じ方の違い、困難、気づきと自己課題」は 23.4%（113 件）、カテゴリーB「子
どもとの関わりでの自身の特徴、自己課題の発見、事前準備」は 11.8％（57 件）、カテゴリー C「子ど
もの感覚、関わりでの具体的方法」は 18.5%（89 件）、カテゴリーD「子どもの育ちや学びの過程、関
わりでの具体的方法」は 9.8%（47 件）、カテゴリーE「子どもへの共感、寄り添う姿勢」は 5.8%（28 件）、
カテゴリーF「個々の子どもの実態把握、個々の違い」は 6.8%（33 件）、カテゴリーG「子ども理解の
深まり、育ちや関係性への影響」は 1.7%（8 件）、カテゴリーH「保育者の子どもへの関わり」は 2.9%（14





































た援助のエピソードの抽出について、質問⑥ “ 子どもに伝わりやすかったものと良い点 ”、質問⑦ “ 子

































































とても不安 まあまあ不安 あまり不安はない 全く不安はない
a ） 乳児と一緒に遊ぶ 7.2 42.0 40.6 10.2
b ） 幼児と一緒に遊ぶ 0.0 5.7 64.3 30.0
c ） 遊びを展開する 7.4 63.2 26.5 2.9
d ） 乳幼児のいざこざ 17.1 58.6 20.0 4.3
e ） 乳児の生活援助 10.0 64.3 22.9 2.8
f ） 幼児の生活援助 0.0 12.9 74.2 12.9
g ） 乳児への指導実習 37.7 52.2 5.8 4.3
h ） 幼児への指導実習 8.6 54.3 37.1 0.0
i ） 乳児とのコミュニケーション 11.4 34.3 48.6 5.7
j ） 幼児とのコミュニケーション 1.4 7.1 68.6 22.9
質問⑩の “ 子どもに伝わる声かけが保育において大切か ” との問いでは、「とても大切である」
87.8%、「まあまあ大切である」12.2%、「あまり大切でない」0.0%、「全く大切でない」0.0%、「わからない」
0.0% となった。自由記述では、「子どもの視点に立った寄り添う関わりになる」「子どもの経験を共有し、
子どもの気持ちを受けとめ、共感することになる」といった “子どもへの寄り添い ”が 42 件 (17.3%) と
最も多かった。他、「信頼関係を築ける」「それぞれの子どもの特徴や性格を知り、話を聞けるような関
係を作ることになる」「子どもが成長するきっかけになる」「子どもの今後の学びや育ちにつながる」な













































































本研究では、子ども理解と援助における実践力を高めるため、“ 感覚 ” に焦点をあて、実習での学生
の実態と、保育者養成校での必要な学びを検討した。実習において “感覚 ” に意識を向けることを学生















本調査で焦点をあてた “感覚 ” について、実践で意識をすることが子ども理解と援助において有用で
あることに加え、共感や寄り添い、信頼関係の形成につながる援助となることは、保育以外の領域にお
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注
一般的に “ 感覚 ” は五感（視覚・聴覚・嗅覚・味覚・皮膚感覚と、運動感覚・平衡感覚・内臓感覚）と呼ばれ、
皮膚感覚・運動感覚・平衡感覚・内臓感覚を合わせて身体感覚と呼ぶ。
